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黒塚古墳の発掘調査で三角縁神獣鏡が多数発見され、全国各地が湧いています。

今世紀最大級の発見とマスコミも評価しています。

ここ何年来の経済不況に起因する財政、金融、消費、雇用等々の破綻、低迷で多くの国民が

自己防衛に専念していた折の出来ごとだけに、次元が違って不謹慎ですが昨年末の実力日本一

を競う有馬記念で女傑のエアーグルーブ、充実のマーベラスサンデーがゴール前、止まってい

たかの如く見せたシルクジャスティスの末脚爆発の差し切りを連想して溜飲の下がる思いであ

りました。

同じ業務に携わっている津山弥生の里文化財センター職員一同、万雷の拍手を送りながら私

達もこんなことに遭遇出来たらとちょっぴり思いつつ、より高度な知識・技術を取得し敏速に

して確実な成果を上げるよう努力していく所存です。

今後も関係者の方々、市民各位のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成10年 3月 31日

津山弥生の里文化財センター

所 長  神 田  久 遠
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津山弥生の里文化財センター機構図
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本書は、津山市教育委員会・津山弥生の里文化財センターが平成 8年度に実施した事業概

要についてまとめたものである。

埋蔵文化財の発掘調査は、中山俊紀、安川豊史、行田裕美、小郷利幸、平岡正宏、庶務を

坂本裕子、出土遺物の整理は野上恭子、岩本えり子、家元弘子、民俗資料の整理は江見祥

生が主として担当した。本書の執筆は各担当者がおこない、編集は小郷がおこなった。

例

　

ｈ



1.津山弥生の里文化財センター事業概要

(1)展示事業

◆入館者数

当センターは開館してから、今年で 7年目を迎え、入館者数は平成 8年度末現在で延べ 46,603

人に達しました。 8年度も、高・大学生はあいかわらず減少の傾向にありますが、 小 。中、老人は微増
しています。

昨年度の入館者数は下表のとおりです。

平成8年度総利用者数内訳

区分/月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

一般 223 2.559

高・大 8 2 2 2 0

小・中 235 230 7 9 222 2,120

老人 8 2 3 0 4

合計 253 385 5,005

利用団体数及び人数

団 体 数 4 2 1 5 2 0 2 Ht    31

人   数 0 268 計 2070

団体の内訳

月 日 団体名 人数

4 久米南町役場

林田小学校 6年

柵原西小学校 6年

鶴山中学校 1年 140

5 2 弥生小学校

2 鶴山小学校

2 高倉小学校

2 東小学校

幡多親和会 (岡山市)

山本町文化財保護協会 (香川県)

6 古代吉備を語る会

喬松小学校 6年 PTA(久 米町)
7 弓削小学校 6年 (久米南町)

4 南海旅行センター (大阪府)

津山工業高等専門学校 5年

ノートルダム清心女子大学付属小学校 (岡山市)

17 津山柔道貌室

長寿学園

老人大学 (兵庫県山崎町)

南小学校 6年

河辺小学校 3年

風上記の丘友の会 (島根県)

備北地区電気技術者協会 (高梁市)

大崎小学校

11 1 皿山小学校 3年

あしながPウ ォークlo

弥生小学校 3年

東苫田地区文化財を守る会

東小学校

林田小学校 3年

7 鶴山小学校 3年
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◆民俗資料の整理

①今年度は、牛や馬の鞍を整理し、痛まないように鞍の台に乗せました。

②細工物 (籠、蓑等)の材料の実物を揃え、見学者に分かりやすいように展示しました。

③阿波村のご好意で、参考品として炭俵二俵 (昭和13年までの円形俵と、それ以後の四角俵)を いた

だきました。深く感謝し、一番見やすい場所に展示しました。

最近は、炭俵など見ることも、触ることもないせいか、見学のお年寄りのなかには歓声を上げ、仲間

同士の昔話に花を咲かせる人や、連れの若い人に説明をされる人もおられました。

今年も重要な民俗資料及び展示に関する貴重な御意見をたくさんいただきました①有り難うございま

した。                                       (江 見祥生)

炭俵展示風景

◆民俗資料紹介

今回は、「ムシロ機」を紹介します。

これも、昔の農家には 1台はあったもので、土

間に置かれ、ムシロやコモ (荷の外側を巻く)、

カマギ (幅が小さい)を織る機です。

鞍の展示風景① 鞍の展示風景②

材料展示風景
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これは「台」、「オサ」、「ヤ」「クサビ」などから構成されます。 (下図)

―

横から
C―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

「台」 「オサ」 「ヤ」 「クサビ」

これについて、主にその材料について幾つかの間き取り調査を行いました。(1997.0

(協力していただいたのは、去年お世話になった津山市綾部の農家の梶岡辰男氏です)

①「ムシロ機」は誰が作っていたのですか。

普通は大工が作っていました。農家ではよう (よ く)作 りませんから。上手には。

②「台」は材料に何を使いましたか。

松を使ってました。松は中国山地にはなんぼでも (幾らでも)あ りました。最も手軽に手に入り、

一番安い、それに、すぐい (直)所が多いいから手がかからんですが。

③「オサ」の材料は何ですか。

樫を使ったです。重いし、狂いが無い。「オサ」には丸いズと長四角の穴が表裏にあいているが、

これは経糸を交差させるためのもので、とても大事な物だから正確になっていなければ役にたちま

せんが。

④緯糸の藁はどのような真を使いましたか。

長い藁がいいです。今の藁とはものが違います。 昔の藁は大人の背丈位の高さがありました。節
の間でも30cmはありました。晩生のモチ藁が一番上等なんです。これは柔軟性があるんでな。ウル

チの藁はまあ二番目にいいです。

⑤経糸の藁はどのような藁を使いましたか。

やっぱり晩生のモチ藁が一番です。柔軟性があって。ウルチの藁も使います。普通の小縄にして

使うんです。だから長さは別に言いません。

⑤「クサビ」はどのような機能があるのですか。

経糸を張るのに使います。使わないときや仕事が終わった後は、これをゆるめておかないと機が

痛んでしまいます。経糸はいつもピンとしとく (しておく)も のじゃない (も のではない)んです。

復元品も気を付けてくださいよ。

②「クサビ」は打ち込むのですか。

いいや。「クサビ」の頭を見てみなさい。あまりたたいた跡がありますまい。上の二本の横木の間

に「ヨキ」の頭を差し込んで柄をさげると横木の間があく、そこで「クサビ」を差し込むんです。

横木の端のとこに「ヨキ」を差し込んだ跡がありましょう。
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ヨキを差 し込んだ跡              津山市文化財調査報告会

以上の回答が得られました。

当センターでは「ムシロ機」を復元、可動状態にしております。一度挑戦してみませんか。  (江見)

◆啓発・普及活動

〔刊行物】

◎『年報 津山弥生の里第4号』

◎『西吉田北遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第58集

◎『有本古墳群』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第59集

◎『日上天王山古墳』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第60集

◎『永見屋敷跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告第61集

【講演会・研究会】

★第 15回 津山市文化財調査報告会

平成 9年 3月 8日 (土)場所 津山市総合福祉会館

講演

「今、出雲が面白い」

調査報告

島根県埋蔵文化財調査センター 足立克巳先生

「有本吉墳群の調査」      津山弥生の里文化財センター  小郷利幸

「日上畝山古墳群の調査」          ″        坂本心平

「幕末の高瀬舟をめぐる諸事件」 津山郷土博物館        小島 徹

★美作考古学談話会

第 1回  5/18(土) アースオーブンによる調理実験 (坂本心平)

第 2回  7/6(土 ) 年輪年代法と弥生時代の年代観の変遷 (中山俊紀)

第 3回  9/7(土 ) 弥生時代の墓地と特殊器台について (小郷利幸)

第 4回 m/2(上 ) 美作国府と郡衡 (安川豊史)

第 5回  1/18(土) 院庄館跡について (行田裕美)

第 6回  3/15(土) 佐良山古墳群の見学 (平岡正宏)

★発掘調査速報展

「津山の歴史を掘る」平成 6年度速報展

平成 8年 4月 1日 ～平成 9年 3月 31日

-4-



展示遺跡及び主要な出土品

野村高尾遺跡 (津山市野村 )

弥生土器、石器 (石斧・石包丁)、 玉類 (ガラス小玉 )

美作国府跡 (津山市総社 )

瓦、土師器、勝間田焼

日上天王山古墳 (津山市日上 )

鏡 (捩文鏡 )、 土師器

長畝山北 11号墳 (津山市西吉田)

須恵器、鉄器 (刀・鏃 )、 耳環、玉類 (ガラス小玉 )

◆寄贈資料

【民俗資料】

(2)文化財センター日誌抄
4月 18日  近藤義郎先生御夫妻、田邑丸山古墳群発掘調査視察のため来所。

4月 19日  日上の山田語也さん畝山古墳群について問い合わせのため来所。

津山市街地再開発準備組合山下さん他、民俗資料の収蔵について問い合わせのため来所。

4月 22日 津山市立北小学校 6年生案内のため、美和山古墳群に出向く。

4月 25日 永礼課長、中山次長、岡山県都市埋蔵文化財広域調査体制研究協議会出席のため岡山市役

所に出張

5月 11日  中央町立琲和小学校 5・ 6年生団体見学。

5月 13日  一方の近藤悟さん他の案内で、神奈備山踏査。

5月 16日  上斎原小学校団体見学。

5月 18日  弥生小学校児童クラブ団体見学。

5月 27日 津山やよいライオンズクラブ寄贈沼遺跡説明版、標柱等の引き渡し式。藤原教育長他出席。

5月 29日  勝田東小学校団体見学。

5月 30日 第 1回史跡津山城跡整備委員会に中山、行田出席。

6月 4日  津山市施設巡り見学案内。

6月 5日  高砂市教育委員会の藤原さん議員視察依頼のため来所。

竹 本 正 男 計り1点、天秤秤 1点、kE撻のカマ 1点

梶 岡 辰 男 斗桝 1点

秋 山  毅 鍍冶屋道具一式 130点、金床 1点、ふいご 1点、看板他 19点

光 井 由 典 糸枠 1点、糸枠台 1点、その他 3点

出雲大社美作別院 御神符版木 1点、猿頭 1点、厩守り板札 1点、厩守り御幣 1点

瀬 島 耕 三 足踏みミシン 1点

安 藤 幸 夫 大釜 3点

河 本  実 縄 11点

松 田 茂 生 牛の鞍 1点

岸 本 佳 一 牛の鞍 2点、四鍬 1点、味噌樽 1点、牧草刈鎌 1点、左鎌 1点、除草機 1点
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6月 8日  成名小学校、津山市社会福祉協議会団体見学。岡山県立博物館田村学芸員テーマ展示のた

6月 12日

6月 13日

6月 19日

6月 28日

7月 4日

7月 14日

7月 18日

7月 26日

7月 31日

8月 5日

8月 6日

め民俗資料調査に来所。

岡山大学稲田孝司先生、報告書持参。

富小学校団体見学。

岡山県立博物館特別展のため民俗資料貸出。

加古川市議会議員視察。

行田主査、小郷主事東徳久遺跡視察のため佐用町に出張。

大澤正己さん、真鍋成史さん鉄淳調査のため来所。

岡山大学学生難波さん、資料調査のため来所。

津山総合流通センター発掘調査現場で親子発掘調査教室開催。

日上畝山古墳群調査指導のため、古代吉備埋蔵文化財センター所長河本清さん、文化財保

護主査易伯通さん来所。

倉敷埋蔵文化財センター綾野早苗さん、ガラス玉資料分析打ち合わせのため来所。

文化庁記念物課調査官西田健彦さん、岡山県教育委員会文化課課長補佐臼井洋輔さん、主

任佐々木正久さん畝山古墳群調査指

導のため来所。

8月 7日  西田調査官、岡山県文化課参事葛原

克人さん、主任佐々木正久さん畝山

古墳群発掘調査現地指導。企画広報

課主催の親子バスツアー見学案内。

津山やよいライオンズクラブ沼遺跡

早朝草刈奉仕作業。

8月 12日  日上天王山古損発掘調査団報告書作

8月 19日

8月 18日

8月 27日

9月 3日

9月 6日

9月 10日

9月 16日

10月 1日

10月 2日

10月 11日

10月 15日

10月 17日

10月 18日

成のため合宿 (14日 まで )

今井尭御夫妻来所。倉敷市綾野早苗さん来所。

日上畝山古墳群現地説明会開催。

岡山県立博物館民俗資料返却。津山朝日新聞小山健三さん他見学のため来所。

江田五月さん、神崎市議会議長来所。

兵庫県美方町文化財保護審議委員会視察。

倉敷埋蔵文化財センター綾野早苗さん、同小野雅明さん資料貸出のため来所。

観太郎古代体験会リハーサル。

下竹荘小学校団体見学。

東広島市教育振興財団視察。

「観太郎J招致の鳥取県湖南中学校修学旅行生受け入れ、古代体験会実施。

津山市教育委員、流通センター発掘現場、史跡美和山古墳群祝察案内。

岡山大学学生資料調査。

江見商業高校 横山教諭に天王山古墳石材鑑定指導を受ける。岡山理科大学自然科学研究

所 白石純さん、分析資料採取のため来所。

文化庁西田調査宮指導風景
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10月 23日 奈良県都市会計研修会見学。

10月 29日 県下 10市監査委員研修会見学。

10月 30日 大佐町大井小学校団体見学。

11月 1日  倉敷埋蔵文化財センター綾野早苗さんガラス玉分析のため来所。

11月 7日  交野市教育委員会真鍋成史さん来所。

11月 18日  岡山県教育委員会文化課課長補佐平井勝さん来所。

11月 20日 柏原市北野重さん、天理大学山内紀嗣さん、交野市真鍋成史さん神郷町大成たたら発掘調

査現場見学。 (中山、行田同行 )

11月 26日 サンタフェ市―行見学案内。総社市長良教育集会所運営委員団体見学。

11月 28日 NHKの 連続テレビ小説「あぐり」ロケのため民俗資料貸出。

12月 4日  岡山県文化課平井勝さん、若林一憲さん来所。

12月 5日  行田主査、平岡主事、白石大谷遺跡視察のため宍道町に出張。

山陽新聞大石記者取材のため来所。

12月 6日  文化財保存計画協会木下寿之さん、佐藤千香さん津山城整備調査のため来所。早稲田大学

大学院水野敏典さん、天王山古墳遺物写真撮影のため来所。

12月 11日  RSK小 板則生記者流通センター発掘調査現地取材打ち合わせのため来所。

12月 12日  NHK「 あぐり」ロケ使用の民俗資料返却。

12月 16日  ノートルダム清心女子大教授高橋護さん、岡山市教育委員会乗岡実さんに出土遺物の指導

を受けるため中山、行田岡山市に出張。

12月 17日 東京都立大学助手澤田秀実さん、広島大学大学院増田直人さん他学生十数名来所見学。

12月 20日 奈義町文化協会浅野たつみさん来所。

12月 24日 勝浦美作男市議来所。

1月 8日  福井在住の刀工安藤幸夫さんから、鋳造大釜 2点の寄贈を受ける。

1月 14日  岡山県古代吉備文化財センター主催の埋蔵文化財研修会に行田主査、平岡主事参加。

1月 30日 城西国際大学講師倉林員砂斗さん、者卜立大学助手澤田秀実さん来所。

2月 6日  第 2回史跡津山城跡整備委員会に行田主査出席。

2月 10日  近藤義郎先生、岡山県教育委員会文化課参事葛原克人さん田邑丸山古墳群発掘調査現地指導。

仮称「東百田地区文化財を守る会」団体見学。

2月 15日  古代吉備文化財センター弘田和司文化財保護主事資料調査のため来所。

2月 18日  勝田小学校 3年生団体見学。

2月 20日 不燃物処理場切土予定地分布調査。

2月 25日  岡山県古代吉備文化財センター所長河本清さん、次長高塚恵明さん田邑丸山古墳群発掘調

査現地指導。

2月 26日 津山やよいライオンズクラブ吉田さん、藤田さん、        ち合滅 のため来所。

3月 4日  近藤先生、田邑丸山古墳群発掘調査現地指導。

3月 7日  城西国際大学倉林真砂斗さん、田邑丸山古墳群発掘調査現場見学。

3月 12日  岡山県教育委員会文化課課長補佐平井勝さん来所。

3月 28日 東京都立大学助手澤田秀実さん―行、田邑丸山古墳群発掘調査現場見学。
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(3)埋蔵文化財発掘調査
平成 8年度発掘調査一覧

∬c 遺跡の種類及び名称 所 在 地 調 査 原 因 調査種別 調査期間 遺構・遺物等 備 考

1
集落跡
荒神崎遺跡

戸島657他 流通センター建設 発掘調査 通 年
住居跡、貯蔵穴他、弥生
土器、ガラス製勾玉他

2
散布地

未定
高晏予本郷1482 住宅建設 立会 4月 8日 遺構・遺物なし

3
散布地

松原A散布地
二宮大成1549 住宅建設 立会 6月 4日 遺構・遺物なし

4
地布
定
散
未

押入浜崎22 住宅建設 立会 7月 26日 遺構・遺物なし

5
集落跡
二宮遺跡

二宮7351 住宅建設 立会
5月 30日 、31日、

10月 30日
遺構 遺物なし

6
古 墳
天満神社1号墳

河辺140←2 老人健保施設建設 発掘調査
確認 5月 31日、
本 6月 12日、8月 8日

円墳、須恵器、刀、
建物跡、弥生土器

本書

7
集落跡
天神原遺跡

河辺38作1 住宅建設 立会 8月 2日 遺構・遺物なし

8
散布地

未定
日上 1401‐3 住宅建設 立会 7月 3日 遺構・遺物なし

9
屋敷跡
永見屋敷

山下97‐ 1 観光センター建設 発掘調査
確認 6月 10日、
本 6月 1日～7月 29日

磁器、瓦 第61集

官衛跡
美作国府跡

小原樋ノロ8‐ 1 アパート建設 立会 2月 4日 遺構・遺物なし

11
散布地

未定
高野本郷 170件 14 資材置場造成 立会 9月 30日 遺構・遺物なし

散布地

未定
山方3411 資材置場造成 立会 10月 18日 遺構・遺物なし

散布地
未定

草加部954■ 病院建設 立会 11月 19日 遺構 造物なし

散布地
未定

河辺951■ 駐車場造成 立会 12月 15日 遺構・遺物なし

l
集 落
高橋谷遺跡

止Iガし32卜1 成とヽ迪地宅 確認調査 10月 8日 遺橋・遺物なし

1
社寺跡
美作国分寺跡

国分寺31子 5 住宅建設 確認調査 10月 23日～29日
築地基礎?、濤、瓦、
須恵器、勝間田焼

本書

17
集落跡
二宮遺跡

二宮73D4 住宅建設 立会 12月 2日 遺構・遺物なし

l
散布地
未克

局野本郷 254‐ 5 進入路建設 立会 12月 2日 遺構・遺物なし

19
社寺跡
美作国分寺跡

国分寺469 住宅建設 立会 2月 3日 遺構・遺物なし

散布地

未定
福井242粋 1 工場敷地造成 立会 11月 20日、25日 遺構・

散布地

未定
Y可辺952■ 遊技場建築 立会 4月 9日、12日 遺構・遺物なし

古 墳
五反田古墳群

楢39μl 資材置場造或 発掘調査 12月 13日～1月 16日 円墳2基、鉄鏃、剣 本 書

散布地

未定
山方■95‐ 1 宅地造成 立 会 1月 13日、2月 3日 遺構・遺物なし

社寺跡
美作国分尼寺跡

日上 84 市道改良 発掘調査 5月 21日～22日 須恵器、勝間田焼、瓦 本書

官衡跡
美作国府跡

総社40 下水道工事 立 会 8月 23日～ 遺構 遺物なし

古 墳
日上畝山古墳群

日上 4341 学術調査 発掘調査 6月 3日～9月 17日
方墳1基、円墳1基、
須恵器、土師器、鉄鏃他

地布

定

散

未
林田187,1 通信施設建設 確認調査 平成9年9月 4日～5日 遺構・遺物なし

古 墳
河辺小学校裏古墳群

国分寺501 学校増築 発掘調査 3月 5日～31日
円墳2基、須恵器、
土師器、紡錘車

本書

城下町
津山城下町関連遺動

元魚町32‐ 12 再開発工事 発掘調査 2月 12日～3月 5日
礎石建物跡、溝他、
肥前陶磁、瓦他

社十跡
美作国分尼寺

日上118 住宅建設 立会 2月 15日 遺構・遺物なし

集落跡
天神原遺跡

河辺31111 アパート建設 確認調査 2月 27日 遺構・遺物なし

宮衝跡
美作国府跡

総社33-13 アパート建設 発掘調査 1月 30日～3月 12日
建物跡、溝他
須恵器、土師器、瓦他

-8-



日上畝山古墳群現地説明会

荒神熔遺跡現地説明会

◎現地説明会

平成 8年 8月 18日 (日 )

日上畝山古墳群 (1・ 35号墳)約 80名参加

平成 8年 12月 14日 (土 )

荒神蛤遺跡 。有元遺跡 約110名参加
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(4)その他の事業

☆埋蔵文化財分布調査

平成 9年 2月 27日 ～ 3月 11日

津山市東一宮・東田辺地域

★遺跡の保存・管理

美和山古墳群草刈、1号墳墳丘斜面芝張り

沼遺跡草刈

井口車塚古墳草刈

正仙塚古墳草刈

▲

< 美和山 1号墳芝張り風景

▲

く 沼遺跡草苅剪定風景
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(5)調査の概要
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五反田古墳群発掘調査報告

1 遺跡の位置と立地 (第 1図 )

五反田古墳群は岡山県津山市楢 562番地に所在する。遺跡は加茂川左岸の小規模な沖積地を見下ろ

す小高い丘陵上に存在する。その標高は約150mで あり、沖積地からの比高差は約20mで ある。なお、

遺跡地図には今回調査を行った 2基の存在する丘陵上に方墳がもう1基、また北東側の谷を挟んだ丘陵

上に円墳が 5基、の合計 8基が五反田古墳群として記載されているが、北東側の丘陵は既に削平されて

おり、また隣接するもう1基についても既に消滅していた。

2 五反田古墳群と周辺の遺跡

五反田古墳群の北西側には加茂川を挟んで草加部工業団地が造成されており、それに伴い多数の遺跡

が調査されている。工業団地内の遺跡を中心にして周辺の遺跡の概要を述べていくことにする。

縄文時代に属するものとしては、東蔵坊遺跡B地区から楕円押型文や磨り消し縄文の上器とサヌカイ

ト製の石鏃などがわずかに出土しているに過ぎない (註 1)。 弥生時代の遺跡は、中期以降の集落遺跡と

して鮒込遺跡 (註 2)、 稲荷遺跡 (註 3)、 東蔵坊遺跡 (註 4)、 上部遺跡 (註 5)、 緑山北遺跡 (註 6)

などが知られている。また五反田古墳群の南側には弥生時代後期の方形墓才ノ蛤遺跡 (註 7)が存在す

る。古墳時代になると円墳 5基で構成される鮒込古墳群 (註 8)、 同じく円墳 3基で構成される簗瀬古墳

群 (註 9)、 単独で存在する木棺直葬のニレノ木南古墳 (註 10)、 横穴式石室の東蔵坊 1号墳 (註 11)、 緑

山Al号墳 (註 12)な どが存在する①これらはいずれも谷に面して存在する小規模な円墳であり、 6世

紀から7世紀にかけてのものである。さらに五反田古墳群の南側には前期の近長丸山古墳群 (註 13)、 全

長約45mの前方後円墳を含む近長四ツ塚古墳群 (註 14)、 円墳 4基の才の蛤古墳群 (註 15)な どが存在

する。また本遺跡の南側の尾根上には 7世紀前半に位置づけられる製鉄炉と横口付き窯をもつ緑山遺跡

(註 16)が、また横口付き窯が 1基発見された緑山北遺跡 (註 17)も 存在している。

(註 1)安川豊史「東蔵坊遺跡B地区」F津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 9集』津山市教育委員会 1981年

(註 2)工業団地造成に伴い1976～ 78年草加部工業団地埋蔵文化財発掘調査委員会が調査、報告書未刊

(註 3)中 山俊紀・保田義治「小原 B・ 稲荷遺跡」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第35集』津山市教育委員会 1990年

(註 4)(註 1)

(註 5)安川豊史「上部遺跡発掘調査報告」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第30集』津山市教育委員会 1990年

(註 6)行田裕美・平岡正宏「緑山北遺跡J『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第53集』津山市教育委員会 1994年

(註 7)中山俊紀「才ノ蛤遺跡」F津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 18集』津山市教育委員会 1985年

(註 8)(註 2)

(註 9)行田裕美「簗瀬古墳群」F津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 13集』津山市教育委員会 1981年

(註 10)1976年 津山市教育委員会が調査。

(註 ■)(註 1)

(註 12)中 山俊紀「緑山遺跡JF津山市埋蔵文化財発掘調査報告第19集』津山市教育委員会 1986年

(註 13)打Ⅵ【利幸「近長丸山古墳群」F津山市埋蔵文化財発掘調査報告第41集』津山市教育委員会 1992年

(註 14)「近長四ツ塚古墳」『津山の文化財』津山市教育委員会 1983年

(註 15)(言主7)

中山俊紀「才ノ蛤古墳群J『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第23集』津山市教育委員会 1988年

(註 16)(註 12)

(註 17)(註 6)
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3 緑山Al号墳
8.東蔵坊遺跡 B地区
13.近長四ツ塚古墳群
18.河面丸山古墳群
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眠竜
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4.緑山遺跡     5.梁 瀬古墳群
9.上部遺跡    10.稲 荷遺跡
14.才 ノ蛤古墳群  15.夫 婦塚古墳
19.上土居古墳   20.愛 宕神社古墳

一ヽ

べ
”
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メ

ゝヽ
Ｗ■十一下主占．・と一

浜

崎

1.五反田古墳群   2.
6.鮒込遺跡     7.
11.狐塚古墳群    12.
16.大地ノ西古墳群  17.

緑山北遺跡

東蔵坊遺跡A地区

片山古墳群

近長丸山古墳群

第 1図 位置と周辺の遺跡
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3 調査の経過

平成 8年 12月 3日 付けで、l■l野田砂利製造販売代表取締役甲田甫から、津山市楢地内において資材置

き場の造成のため、文化財保護法第57条の 2第 1項に基づく埋蔵文化財発掘届が提出された。工事対象

面積は16,307m2で ぁる。当該敷地内には周知の遺跡として 2基の古墳の存在が明らかとなっていたため、

発掘調査が必要である旨を伝えたところ、同日付けで同じく (有)野田砂利製造販売代表取締役甲田甫

から埋蔵文化財発掘調査依頼が津山市教育委員会教育長松尾康義宛に提出された。そこで津山市教育委

員会主査行田裕美と同主事平岡正宏が現地を確認したところ、当該古墳以外の土地は既に掘削されてお

り、 2基の吉墳のみが崖の上に残されている状態であり、早急な調査が必要と判断した。そこで12月 5

日付けで文化庁長官宛に文化財保護法第98条の 2第 1項の規定により、埋蔵文化財発掘調査通知を提出

し、発掘調査を実施した。なお古墳群の名称は五反田古墳群とし、分布調査時の番号に従い、西側を 2

号墳、東側を3号墳とした。

発掘調査は平成 8年 12月 13日 から平成 9年 1月 16日 まで調査を行った。調査面積は約150m2である。

4 調査体制

発掘調査は津山市教育委員会が主体となり実施した。調査体制は下記のとおりである。

津山市教育委員会  教育長 松尾 康義

中尾 義明

籾山三千穂

文化財センター所長  神田 久遠

次長  中山 俊紀

(調 査 担 当) ″  主査  行田 裕美

(  ″  )  ″  主事  平岡 正宏

(整 理 担 当)行 田裕美 平岡正宏 野上恭子 岩本えり子 家元弘子

(発掘作業員) 梶岡辰男 高山 守 竹内誠介 藤沢淳一郎

教育次長

文化課長

第 2図 楢五反田古墳群調査前地形測量図 (S=1:200)
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7.暗責褐色土

第 3図 五反田古墳群調査後地形測量図 (S=1:loo)
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5 調査の記録

a.2号墳 (第 3図 )

墳 丘

2号壊は調査着手前には見かけ上径約 12m、 高さ1.4m程の背の低い円墳状を呈していた。南側にわず

かに周溝状を呈する浅い窪みが認められたが、明確ではなかった。また墳丘やその周囲に後世の客土が

存在し、表面はかなり凹凸のある状態であった。また、直径に対し高さが低く、墳丘自体もかなりの削

平あるいは土砂の流出があったことを示していた。

表土除去後は径約 1l m、 高さ1～ 1.4mの円墳となり、幅 1～ 2mの周溝が北側と東側に一部途切れな

がら巡っている。墳丘は平らな地山上に周濤を掘り込むように作られており、周溝の底から旧表土上面

までは約 90cmを測る。盛り土は旧表土ブロック・地山ブロックの混じった互層となっているが、既に相

当の盛上が流出ており、残存しているのは旧表土からわずか50cm程に過ぎない。

葺石や埴輪などの外表施設は認められなかった。また、表土除去中に周溝北東部埋土中から鉄鏃 (第

5図 )及び須恵器杯蓋の小破片が出土した。これらは削平ないしは流出によって墳頂部の埋葬施設から

転落したものと考えられ、このことからも埋葬主体の残存状態がかなり悪いことが予想された。

埋葬主体

前述のごとく埋葬主体の残存状況がかなり悪い事が予想されていたが、墳頂部の掘り下げを開始した

直後に、墳丘の項部中央の表土直下の非常に浅い位置から鉄鏃がまとまって出土した (第 4図 )。 ちょう

どこの鉄鏃の集中していた中央部分に地形測量のための基準グイが打ち込まれていたため、鉄鏃は二群

に別れるような形で若千レベルも不揃いな状態で出土しているが、本来はひとまとまりで埋葬主体に伴

う副葬品であったと考えられる。また周囲に何らの石材も認められないことから、本古墳の埋葬主体は

木棺直葬であったことが理解される。さらにその鉄鏃の真下 15cmの ところで鉄剣が出土した。この剣は

切先を西に向けており、刃の部分は 3つに折れ、柄の部分はバラバ  ＼

これらの遺物はいずれも埋葬主体の床面に置かれていた可能性が考

えられたため、それぞれの同一レベルにおいて盛上の精査をおこな

ったが、床面であると判断できず、また他には遺物は皆無であった。

この出土状況をどう判断するかであるが、鉄鏃の出土したレベル

と鉄剣の出上したレベルをそれぞれ埋葬主体の床面と考えるならば

重なって 2つの埋葬主体が存在した事になる。あるいは鉄剣の出土

レベルを床面と考え、鉄鏃は棺上に置かれたと考えることも可能で

あろう。この場合は埋葬主体は 1つ ということになる。現状ではい

ずれか決定し難いが、 2つの埋葬主体が存在する可能性は全くない

とは言い切れないものの、ここでは 1つの埋葬主体ととらえ、鉄剣

を棺内、鉄鏃を棺上としておく。なお第 3図の墳丘断面図には鉄鏃

と鉄剣の両方の出土レベルを示している。

柳

＼
＼ 茶
=柔 挙 ◆

9     20m

第 4図 遺物出土状態 平・立面図
(S=1:10)
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図 2号墳出土遺物(1)
(S-1:2)

出土遺物 (第 5・ 6図 )

前述のごとく、周濤埋土から鉄鏃及び須恵器杯小破片が、墳丘からは鉄鏃

及び鉄剣が出上している。それぞれの遺物について説明を加える。

第 5図は周溝から出土した鉄鏃である。有茎平根式の鉄鏃であり、鏃身部

の形態は腸扶柳葉式のものである (註 1)。 茎の部分に本質が付着している。

鏃身の断面が湾曲しているが、本来は平らだったようである。また、周溝か

らは須恵器蓋杯の小破片が出土しているが、図示 し得ない。これは本来は主

体部に伴っていたものが周溝に流出したものと推定される。その特徴を記し   て

ておくと、蓋の天丼部と口縁部の境の稜線はシャープであり、杯身の口縁端

部は面を持つものである。

第 6図は墳丘から出土した遺物である。 1～ 18は鉄鏃であり、19は鉄剣

である。鉄鏃は鏃身の部分が 12個体あることから少なくとも12本以上存在  第 5
していることが理解され、そのすべてが長茎式である。また、鏃身部の形態
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は 1が有片逆刺式である他はすべて片刃箭式である。 1～ 6及び14～ 18に は木質が遺存している。18の

鉄剣は残存長 36cmの ものである。図面ではやや蛇行しているように見えるが、これは測量グイを打ち込

んだときに歪んだものと思われる。

第 6図  2号墳出土遺物(2)(S=1:2)
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b.3号墳 (第 3図 )

墳 丘

3号墳は調査着手前には径約 8m、 高さlm程で、墳丘のあちこちに後世の客土と思われる土が存在

し、平面は不整形を呈 していた。特に 2号墳と接する北西側には作り出し状の突出が存在したがこれも

後世の客上である。周溝状の窪みはまったく認めらなかった。また、 2号墳と同様に、墳丘自体にかな

りの肖1平あるいは土砂の流出があったことが認められた。

表土除去後は径約 7m、 高さ約 lmの円填となった。周溝は認められなかった。墳丘端から2号墳の

周溝までの距離はわずかにlm足らずである。墳丘は平らな地山上に作られており、基本的にすべて盛

上で作られている。盛り土は 2号墳のように互層とはなっておらず、同質の土を盛り、その間に旧表土

ブロックの層が存在しているに過ぎない。葺石や埴輪などの外表施設は認められなかった。また、表土

除去中の出土遺物は皆無である。

埋葬主体

2号墳同様、埋葬主体の残存状況がかなり悪い事が予想されたため、墳丘の頂部中央の表土直下から

精査を行ったが、埋葬主体は認められなかった。出土遺物も皆無である。墳丘の断ち割り時にも断面観

察を行ったが、やはり埋葬主体の痕跡は認められなかった。盛土は均―で盗掘を受けた形跡も認められ

ないため、埋葬主体は削平ないし流出したと考えられる。

6 まとめ

本古墳群については残念ながら主体部を確認することはできなかった。しかしながら2号墳出上の鉄

剣が原位置を保っていたとするならば、埋葬主体は木棺直葬であり、剣の切先を西に向けていることか

ら埋葬頭位は東と推定できよう。 3号墳については遺物が皆無のため、不明というほかはない。

次に出土遺物はまとまったものは 2号墳から出土した鉄鏃・鉄剣のみであるが、これらの遺物から2

号墳の作られた時期を考えてみることにする。鉄鏃に注目するならば、長頸片刃箭式の鏃身関部は直角

からやや鋭角となっているものが大多数を占めている。この特徴は尾上元規によれば I期に属するもの

であり、 5世紀末から6世紀初頭に位置づけられる (註 2)。 また、恐らく主体部に伴っていたであろう

と推定される須恵器の杯蓋の小片は、稜のシャープさや口縁端部の形状から6世紀初頭以前の年代観が

考えられ、鉄鏃によって導き出された年代観がおおむね妥当であると思われる。また、墳端を2号墳と

接するように作られている 3号墳についても、ほぼ同時期のものと推定して差し支えないと考える。

5世紀末から6世紀初頭の時期は美作においては木棺直葬を主体とする古墳群が相次いで作られ始めた

時期であり (註 3)、 またその埋葬主体の頭位は東方向に統一されることが指摘されている (註 4)。 本

古墳群もまさにこの地域において爆発的に増加し始めた古墳群の中の一例であると位置づけることがで

きよう。

(註 1) 以下の鉄鏃の分類については次の文献による。

(平岡正宏)

尾上元規「古墳時代鉄鏃の地域性―長頸式鉄鏃出現以降の西日本を中心として一」F考古学研究第40巻第 1号』1993年

(註 2)註 1文献

(註 3) 安川豊史「古墳時代における美作の特質」『吉備の考古学的研究 (下 )』 山陽新聞社 1992年

(註 4) 行田裕美「小原遺跡」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第38集』津山市教育委員会 1991年
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機勢

1.調査前全景
5.2号 墳鉄鏃出土状況

2.表土除去後全景
6.2号 墳鉄剣出土状況

3.同左
7.同左
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4.2号 墳鉄鏃出土状況
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天神原遺跡 。天満神社 1号墳の調査

1.調査にいたる経過

平成 8年 5月 28日 、医療法人蘭和会布

上内科医院理事長布上直和より、津山市

河辺 347-18他 10筆 に建設予定の老人保健

施設に伴う埋蔵文化財の取り扱いに関す

る協議がなされた。

津山市教育委員会としては、この地に

は周知の遺跡である天満神社 1号墳が所

在することから、工事に先立ち、事前に

発掘調査を実施 しなければならない。さ

らに、この場所は弥生時代の集落遺跡で

ある天神原遺跡の範囲にも該当すること

から、古墳以外にも下層の集落の調査も

必要であることを説明し、協力をお願いした結果、快諸をいただき発掘調査を実施することで合意した。

尚、発掘調査にかかる経費は全額原因者の負担によるものである①

2.調査の経過

【確認調査】

確認調査は 5月 31日 に実施 した。前述のように、古墳以外に弥生時代の遺構の遺存状況を把握するた

めである。バックホーを借り上

げ幅 2mの トレンチを設定して

調査を行った。

この結果、古墳の周辺は道路、

宅地、畑でかなり削平され、古

墳築造前の旧表土面よりかなり

低くなっており、古墳の範囲以

外に遺構はあまり拡がらないこ

とが半J明 した。

〔本調査】

発掘調査に先立ち、古墳墳丘

及び周辺の立木の伐採、草刈り

を 6月 12・ 13日 の 2日 間行っ

た。調査面積は約 23011iで ある。

以下、主な経過は次のとおり

である。
第 2図  天満神社古墳群分布図 (S=1:2,500)

(番号は古墳の号数を表す)
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第 1図 位置図 (S=1:25,000)



末沢賢次、末沢敏男、森 光規、竜門 卓、加藤文平

3.天満神社 1号墳の調査

天満神社古墳群は時期差はあるものの 12基の古墳よりなる。このうち 2～ 4号、 9～ 12号の 7基

は中国縦貫自動車道の建設に伴い発掘調査され消滅 している。残る 5基のうちの 6号墳と称 されている

ものは全長 30mの 前方後円墳と考えられているが、大半が神社境内により失われており定かではない

(註 1)。 今回、調査対象となった 1号墳は古墳群中最も南に位置するものである。

―

＼

ヽ
オ ＼

＼
＼ ____

6月 14日 調査前墳丘地形測量

6月 18～ 27日 墳丘全面清掃

7月 2～ 16日  墳丘の盛土除去

8月 5～ 8日 柱穴群実浪1、 全ての調査終了

【調査担当】行田裕美

【調査補助】青木睦子、野上恭子、岩本えり子

【発掘作業】津山市シルバー人材センター

1.客土 (瓦礫層)
2.暗灰責褐色土
3.暗掲色土
4.暗黄橙掲色土
5.暗黄掲色土
6.黒褐色土
7.暗黄橙掲色土
8.       //

6月 17日  墳丘表土剥ぎ

7月 1日  表土除去後地形測量

7月 17日 ～ 8月 2日 下層の柱穴群掘り下げ

川
十
１

P      SM

第 3図 天満神社 1号墳測量図・断面図 (S=1:200)
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調査前の状況は墳端付近が光1平を受けている他に、北側において戦時中掘ったという幅 3m、 長さ 5

mの大きな凹みが認められた。頂部は平坦で目立った乱れもなく、中心主体部は盗掘を受けていないも

のと感じられた。ところが、掘り下げていくと墳丘断面図 (第 3図土層 1)に示すように頂部は大きく

掘られ、その上、丁寧にもその穴を瓦礫で埋めていたのである。盗掘穴の深さは現地表面から50cmの深

さまで達していた。下層の調査もあるため、盛土を少しずつ除去し、主体部の検出に努めたが果たすこ

とはできなかった。主体部は恐らく盗掘丈により失われたものと考えられる。

現況での計測値では径 12m、 高さ約 2m(盛上の厚さ1.5m)の円墳である。盛土中より多量の弥生土

器が出土した。これは築造時に天神原遺跡が眠る古墳周辺の土を盛土に用いた結果である。

出土遺物 (第 4図 )

古墳に関係する遺物はいずれも表土中からの出土であり、須恵器片数点と鉄刀片 1点があるだけであ

る。図示可能なものを掲載した。

(、
、    

＼

≡ 茎 琴

r

一　

　

　

　

一

斡
∽

第 4図 天満神社 1号墳の遺物 (S=1

1は疎の胴部片である。 2は甕の頸部片である。外面は平行叩き、

台の破片である。左右両端及び下端は方形透かし孔部に相当する。 4

である。部分的に鞘と考えられる木質が遺存している。

9                     2M

:3)

内面はナデ仕上げである。 3は器

は鉄刀片である。切先に近い部位

第 5図 建物趾平面・断面図 (S=1:80)
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4.下層 (天神原遺跡)の調査

天神原遺跡は註 1の発掘調査で、弥生時代後期後半の環濠集落であることが判明している。今回の調

査地点はこの集落内に該当するものとの想定で実施した。

天満神社 1号壊の盛土を除去すると、柱穴を中心とした多数の弥生時代の遺構が遺存 していた。しか

し、確実に遺構として認識できたのは建物址 1棟だけである。他に、住居の壁体溝、中央穴に接続する

床溝と考えられる溝もあることから、住居址群が切り合っている可能性が大であるが、識別することは

第 6図 天神原遺跡平面図 (S=1:100)
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第 7図 天神原遺跡出土遺物



できなかった。遺構としては柱穴、土壊等あわせて全体で264個を検出した。このうちの62個 より弥生

土器片が出土した。P-37出土の土器が前期であるほかは、いずれも後期のものである。

建物l■ (第 5図 )

桁行 2間、梁間 1間の建物である。P6を除き、柱痕跡が確認された。桁行Plか らP3の心々距離

は5m、 P4か らP6は 4.9m、 梁間は共に2.4mを 測る。柱穴の底面のレベルはP2がやや高いほかは

全て同レベルである。P5よ り弥生土器片が出土したが、小片であるため時期を特定できるものではな

しゝ。

出土遺物 (第 7図 )

古墳の盛土、柱穴等から出土したもので比較的形状のわかるものを掲載した。いずれも破片である。

1は二重口縁、 2は口縁端面が拡張しないタイプの、13・ 14は端面の上端が内側にやや肥厚するタイプ

の、 6・ 7は回縁が直行するタイプの変形土器である。 3は くぴれ部しか残っていないが鼓形器台であ

る。 4は前期の壷形土器である。頸部と肩部にそれぞれ 3条ずつの沈線をめぐらせている。 5は壷形土

器である。口縁部端面はナデ仕上げである。 8は平底、17は丸底の甕の底部であるである。17の外面に

はススが付着している。 9。 15は器台の触F部である。10～ 12は口縁端面に退化した凹線をもつ甕形土器

である。16は蓋、18。 21・ 22は台付鉢である。19。 201ま高杯である。23は鉢形土器、あるいは蓋の可

能性も考えられる。

24は器台形土器の口縁部である。端面に線刻が見られる。遺存状態が悪く、定かではないが人面を表

現したようにも見られる。Plか ら出土した。

1～ 3、 8・ 9、 16～ 18は盛土から出上した。 4は P37、 5は P15、 6は P28、 7・ 14・ 151よ P35、

10は P59、 11は P4、 12は P61、 13は P53、 19は P36、 20は P34、 21は P34、 22は P3、 23は P57

から出土した。

5.まとめ

今回の調査で弥生時代後期後半の環濠集落である天神原遺跡は従前の調査区よりも確実に南に広がる

ことが判明し、より広大なものであることが確認された。さらに、前期の上器が出土したことから、遺

構の密度は低いながらも同様の広がりが指摘できよう。

天満神社 1号墳は確実に古墳に伴う遺物がないことから時期の推定は難しいが、表土中より出土した

須恵器から5世紀末から6世紀初頭頃と考えられる。そして、埋葬主体には石材が 1点 も見当たらない

ことから、木棺直葬の様式が採用されていたものと考えられる。

(行田裕美 )

(註 1)河本 清・橋本惣司・柳瀬昭彦・下澤公明「天神原勘 」F岡山県埋蔵文化財発掘調査報告7』 岡山県教育委員会 1975
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図版 1

調査前

■■‐ri・    :‐

|::::!!!|||:

表土除去後

盛土除去後
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図版 2

盛土断面

弥生全景
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確認調査

前期弥生土器

線刻土器
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1 遺跡の位置と立地 (第 1図、

河辺小学校裏古墳群は岡山県

津山市国分寺 501番地他に所在

する。古墳群は標高 178.6mを

測る観音山から南西へ派生した

丘陵の端部に存在する。その標

高は約 115m～ 125mで あり、

沖積地からの比高差は最大約

25mで ある。今回の調査で本

古墳群の構成数は 7基となった

が、今回調査を行ったものは最

も南側に存在する 6・ 7号墳で

ある。なお、以前に学校拡張工

事に伴い 1号墳の南側の確認調

査を行っており、さらに神社境

内造成により3号墳が一部削ら

れ、その部分から須恵器・土師

器が若千出土しているので、そ

れらについても併せて今回報告

する。

河辺小学校裏古墳群発掘調査報告

第 2図 )

ア.日上和田古墳

…12.西古田 1号墳   ≧

ィラ●べ ＼ ‐公ヽ詔 £オロ,ノヽ■!W卜千

1 河辺小学校裏古墳群 ぐ

ζ:秀塁と僕喜橿隷  ヽ

::督E5号讐甚轟  ′

第 1図 位置図 (S=1:25,000)
2 調査の経過

平成 9年 2月 18日 付けで、津山市土地開発公社理事長中尾嘉伸より津山市国分寺 510番地他において

津山市立河辺小学校敷地拡張に伴う造成工事を行うため、文化財保護法第 57条の 3第 1項に基づく埋蔵

第 2図  古墳群分布図 (S=1:5,000)
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第 3図 調査前地形測量図 (S=1:200)

し、平成 9年 3月 5日 から平成 9年 3月 31日 まで発掘調査を実施 した。調査面積は約 250∬である。そ

の結果当該敷地内に古墳 2基が存在することが明らかとなり、西側のものを 6号墳、東側のものを 7号

墳とした。 発掘調査は津山市教育委員会・津山弥生の里文化財センター主査行田裕美・同主事平岡正

宏が担当し、発掘作業には①津山市シルバー人材センターにお世話になり、下記の方々にご協力を得た。

記して感謝致します。

(発掘作業員) 稲垣光男、稲垣裕史、梶岡辰男、末沢敏男、森二三夫、山下加海

3 調査の記録

a.6号 墳の調査

墳 丘 (第 5図 )

6号墳は調査着

手前には見かけ上

長径約 8m、 短径

約 6m、 高 さ1.6

m程の不整楕円形

状を呈 していた。
第 4図 調査後地形測量図 (S=1:200)
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1.暗褐色土
2.明掲色土
3.暗掲色土
4.黒掲色土
5.明掲色土
6.黒褐色土
7.暗掲色土

撻即 旧表土

8.明褐色土
9.黒掲色土
10.暗掲色土
11.暗掲色土
12.客土
13.暗掲色土

恐らく古墳の周囲が削り取られた結果、中心部分のみが残存 しているのであるうと推定された。また墳

丘の北西側は後世の溝のために削り取られており、遺存 していない。また 6号墳と 7号 との間は後世に

削平されており平坦な状況を呈していた。そのため、現状では墳丘の規模、周溝の有無などを推定する

ことは不可能であった。

表土除去後に墳丘の周囲に最大幅 3m程度の周溝が存在することが明らかになった。この周溝を掘り

下げた結果、墳丘は長径約10m、 短径約 8mの 円丘に幅 2m長 さ1.5m程度の張り出し部分がつき、造り

出し付きの円墳となることが明らかとなった。周溝の深さは現状では30cm程度であるが、周清床面から

は破砕されて粉々の細片となった須恵器甕 2個体分が出土した (第 6図 )。 また、周溝内床面からやや浮

いた状態で瓦や古代以降の土器破片が出土している。これらについては後述するが、一部前述の須恵器

甕破片と混じり合うような状態であり、瓦はその総てが 2次的に火を受けて焼けた状態で出土した。

第 5図  6号墳墳丘 平 。断面図 (S=1:loo)
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墳丘は周溝床面から80cm上 に旧

表土面が存在しており、墳丘盛り土

は約 90cmの 高さ残存 しており、旧

表土ブロック・地山ブロックの混じ

った互層となっている。既に墳丘の

周辺分が相当程度肖1平されているこ

ともあってか、葺石や埴輪などの外

表施設は認められなかった。墳丘表

土除去中には土師器の細片がわずか

に出土しているが、図示 し得ない。

墳頂部には平坦面が殆ど存在してお

らず、埋葬主体の残存状態はかなり

悪いことが予想された。

埋葬主体

埋葬主体の残存状況がかなり悪い

事が予想されるなか、墳頂部の掘り

下げを行ったが、埋葬主体を発見す

ることはできなかった。そのため墳

丘の断ち割りを行い埋葬主体の発見

に努めたが、残存墳丘内には埋葬主

体は存在しなかった。

出土遺物 (第 7図 )

遺物は周清内で出上した甕 2点の

みである。説明を加える。

1・ 2と もに須恵器大甕である。

1は口径 27.4cm、 器高・胴部最大

径は不明である。頸部は横ナデで無

文であり、口縁端部は丸く仕上げら

れている。口縁部直下に一条の凸帯

が巡るが、断面観察によると一度こ

の凸帯の部分で口縁が形成され、そ

の上にもう一段粘土を積み上げて回

縁端部を仕上げている。すなわちこ

の凸帯は最初に形成された回縁部の
第 6図  6号墳周溝内須恵器出土状況 (S=1:50)

端部なのである。胴部内外面はナデ仕上げである。 2は回径40.Ocm、 器高82.2cmで胴部の最大径69.2cm

を測る。頸部に 2条の櫛描き波状文と3条の沈線を巡らせる。胴部は外面が格子目叩き、内面には同心

円の当て具痕が残る。これらの所属時期は 1が T K 208、 2が T K23～ T K47の 時期に相当すると思わ

れる (註 1)。

③
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b.7号 墳の調査

墳 丘 (第 8図 )

7号墳は調査着手前には殆ど墳丘の体を

なしておらず、北東側の 2m× 5m程度の

窪みがわずかに周溝の名残の可能性を示す

に過ぎなかった。特に墳丘の西側から南側

は後世の削平により段になっており周溝状

の窪みはまったく認められなかった。この

時点ではもし古墳ならば推定直径 8m程度

の規模が推定できる程度であった。

表土除去後は径約 8m、 高さ約 1.5mの

円墳の東半分が残存していることが明らか

となった。周溝は墳丘東側において、こち

ら側も後世の濤に削られているものの、わ

ずかに周溝上の窪みが認められた。墳丘は

凹凸のある地山の上に作られており、盛土

は30cm～ 40cm残存しているのみである。

葺石や埴輪などの外表施設は認められなか

った。また、表土除去中に墳丘項上部で石

製紡錘車が出土した。さらに 6号墳同様、

墳丘周囲から焼けた瓦が出土している。特

に墳丘東側の後世に掘削された南北方向の

溝 (SDl)か らは瓦が集中して出土して

いるが、これについては別に述べることに

する。なお墳丘頂上部で石製紡錘車 (第 10

図 9)が出土していることから、何らかの

形で埋葬主体が残っている可能性が考えら

れた。

埋葬主体 (第 9図 )

墳丘の頂部中央の表土直下から精査を行

った所、須恵器・土師器がまとまって出土

したため、埋葬主体は木棺直葬であるうと

推定された。しかしながら墳丘盛土には竹

の根が縦横無尽に張っており、竹の根の間

に上が入っているような有り様であり、埋

葬主体を平面的に追求することができず、

その規模等は不明と言わざるを得ない。

敢えて推定するならば、この地域において

9      1      40an

第 3図  7号墳墳丘 平・断面図 (S=1:10o)
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1.暗黄掲色土
2.橙掲色土
3.暗灰褐色土
4.客土
5.黒灰掲色土
6.暗灰掲色土
7.黄褐色上
8.暗灰掲色土 (新しい溝)
9.暗橙掲色土
10.暗橙掲色土

第 7図  6号墳出土遺物 (S=1/8)



は木棺直葬の埋葬主体の方向はほぼ東西に主軸を取る例が大多数を占

める事が知られている (註 2)。 本墳の例に当てはめると、墳丘の復

元状況から主軸が東西方向の埋葬主体の東の端に前述の須恵器・土師

器が位置している状況が推定される。

須恵器・土師器の配置状況は、第 9図の通りであるが、杯は北側の

ものが天地逆に置いた杯蓋の上に正立した杯身が 2段に乗っており、

南側のものはやはり天地逆に置いた杯蓋の上に正立した杯身 1点 さら

にその上に藤が乗っている状態である。

出土遺物 (第 10図 )

遺物は前述の須恵器・土師器及び墳丘頂部で出土した紡錘車で、そ

の内訳は須恵器杯蓋 2点、杯身 3点、壷 1点、漱 1点、土師器壺 1点、

紡錘車 1点である。以下説明を加える。

1は杯蓋である。口径 12.8cm器高4.5cmで 、天丼部は平たく、天丼

部と口縁部の境の稜は短く突出し、口縁端部には面を持つ。 2も 杯蓋

である。口径 12.6cm器高4.8cmで 、天丼部はやや丸みを持ち、天丼部

と口縁部の境の稜は短く突出し、口縁端部には面を持つ。 3は杯身で

/

第 9図  7号墳遺物出土状況
(S=1 :10)

ある。口径 10。 9cm、 器高 4.7cmで、底部は平らで口縁部はやや斜めに立ち上がり、端部内面には面を持

つ。 4も 杯身である。日径 10.5cm、 器高 4.6cmであり、底部はやや丸みを持ち、口縁部はやや斜めに立

ち上がり、回縁端部の内面には面を持つ。 5も 杯身である。口径は■.Ocm、 器高は4.7cmであり、底部

は平らであり、国縁はやや斜めに立ち上がり、端部の内面には面を持つ。 6は須恵器疎である。口径

(

章
―
軍 =一

第 10図  7号墳出土遺物 (1～ 8S=1:10。 9S=1:2)

ｋ

域

¬
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10.Ocm、 器高は9.lcmで ある。頸部にはカキロの上に櫛描き波状文を施し、胴部上方に一条の沈線を施し、

その下に櫛描き列点文を施している。 7は須恵器壷である。口径 15.6cm、 器高 19,9cmで ある。胴部上半

は平行叩き目の上を横方向のナデ、下半は不定方向の平行叩き目である。内面は丁寧なナデ仕上げであ

り、当て具痕は認められない。 8は土師器長頸壼である。口径 10.8cm、 器高 14 8cmで ある。口縁は斜め

外方に開き、端部はやや外反する。内外面ともに器壁がはがれており、調整は不明である。 9は石製紡

錘車である。直径 4,lcm、 厚さは1.5cmである。

これらの遺物の所属時期は、須恵器の編年から (註 3)T K23～ T K47型 式に相当し、 5世紀末から

6世紀初頭に位置づけられる。

廃
c.SDlの 調査 (第 8図 )

前頂で述べたとおり、 7号

墳の墳丘東側を東西方向に削

ってSDlが 存在する。溝の

規模は上部幅約 lm、 底部で

約 30cm、 確認できた長さは

約 6.5mで ある。この溝から

瓦等の遺物がコンテナ 2箱程

度出土した。これらはいずれ

も 2次的に火を受けている。

以下、主なものについて解説

する (第 11図 )。

1は備前焼の摺鉢である。

細片で口径等は明らかではな

いが、Ⅲ期末からⅣ期初頭す

なわち 14世紀末～ 15世紀初

頭頃のものと思われる (註

4)。 2は勝聞田焼甕の底部

である。外面はナデ、内面は

ナデの上にハケロを施す。 1

の備前焼と同時期のものであ 第 11図  SDl出 土遺物 (S=1:4)

ろうか。 3・ 4は軒丸瓦である。共に摩滅が著しいが、美作国分寺分類の I― b型式のものである (註

5)。 5は軒平瓦である。美作国分寺分類の I― b型式のものである。 6～ 8は平瓦である。すべて凹面

は布日、凸面は 6が細い格子目・ 7が縄目・ 8が格子目の叩き目である。

d.そ の他の遺構・遺物 (第 12～ 13図 )

古墳に伴わない遺構として 6号墳周溝内の 9個の柱穴がある。これらのうち北側に存在する 7個の柱

穴は重なり合う2棟 (1間× 1間と 1間× 2聞 )の建物を構成する可能性がある (第 6図 )。 またPit lか

らは増が出土している (第 12図 )。 これは増の角の部分で、全体の大きさは不明だが、厚さは6.4cmで あ
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る。美作国分寺出土品の分類によるA群と呼ばれるものである (註 6)。

これらの柱穴の時期は古代に属するものと考えられる。 さらに前述の 一

ように、 6号墳周溝埋土中からコンテナ 2箱分程度の遺物が出土してい

る。その殆どは瓦である (第 13図 )。 以下、説明する。 1～ 6は須恵器

椀である。いわゆる勝間田焼で、口径 12cm程度、底径 6 cm程度のも

のでその器形から12世紀後半のものと思われる (註 7)。 7・ 8は平瓦

である。共に凹面は布目で、凸面は 7が縄目叩き、 8が平行叩き目であ

る。 9は丸瓦である。凸面の調整は摩滅して不明であるが、凹面には布

目の圧痕が残されている。10・ 11は埠である。破片のため全体の大き

さは不明であるが、厚さは 10が 6.2cmで 11が 6.4cmである。これらも

美作国分寺分類のA群である。

9       HJm

第 12図  Pl l出土遺物
(S=1:4)

e.河辺小学校拡張に伴う確認調査 (第 14図 )

河辺小学校拡張に伴い昭和 53年 8月 8日 ～15日 にかけて、 1号墳の南側について確認調査を行った。

これは 1号墳の南側、拡張予定地内に盗掘疲状の窪みが存在したため、この部分が古墳であるかないか

を確認するためにTl・ T3の 2本の トレンチを設定して確認を行った。その結果はこの部分からは須

恵器甕小破片が若千出土したものの、古墳の痕跡は認められなかった。また、そのすぐ東側部分で約 10

m× 15mの平坦な部分についてもトレンチT2を設定して確認を行ったが、遺構 。遺物は認められなか

った。

杵―――――――一一――――コ
「
~~~』 Cm

:4 7～ 1l S-1:4)第 13図
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第 14図  1・ 2号墳測量図および トレンチ配置図 (S=1:300)

f.3号墳採集の遺物 (第 15図 )

本資料は平成 2年 12月 24日 に、津山市国分寺 25餅8北奥三男さんと同233-50田渕久美子さんから「金

古神社裏出土」の遺物

として寄贈を受けたも

のである。現地で確認

の結果、河辺小学校裏

3号墳の出土品である

ことが判明したので、

報告する。遺物は須恵

器杯身 1点、壼 1点、

土師器壷 1点の計 3点

である。

1は須恵器杯身であ

る。口径 11.lcm、 器

高 5,7cmを 測り、口縁

-1

ノ
＼

幸

第 15図 第 3号墳出土遺物 (S-1:3)
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はやや斜めに立ち上がり、端部には段を持って沈線状を呈し、底面は丸みをもつ① 2は土師器の小形壷

である。口径 9 2cm、 器高 9,9cmを測る。口縁部外面は縦方向のハケロの後にヨコナデ、内面はヨコナデ、

体部外面は維から斜め方向のハケロ、内面は斜め上方向へのヘラ削りである。 3は須恵器壷である。国

径は 15.5cm、 器高20 7cmで ある。口縁部は内外面ともにナデ、体部外面上半はカキロ、下半は乱方向の

平行叩き目である。内面は当て具痕をナデ消 しているようである。底部に直径 7～ 8 mm程の穴が焼成

後に外側から開けられている。

これらの上器の時期であるが、須恵器の特徴を陶邑の編年 (註 8)に 当てはめてみるならば、T K23

形式に相当すると思われ、 5世紀末頃の時期が与えられよう。

g.河辺小学校建設時出上の遺物

本報告を作成中に、津山弥生の里文化財センターに収蔵している河辺公民館旧蔵の資料の中に、「国分

寺裏小学校 昭和二十七年二月」あるいは「小学校裏 昭和三十七年二月Jと 墨書された須恵器が者千
存在していることが明らかとなった。当時の記録が全く存在していないので詳細は定かではないが、現

在の河辺小学校敷地内に古墳が存在していて、そこから出土したものと思われる。これらの古墳も河辺

小学裏古墳群に含まれるため、ここでその遺物の概要を述べる。

遺物は須恵器杯が 9点である。その内訳は杯蓋 4点、杯身 5点である。 1は杯身で回径 12.6cm、 器高

4.7cmで天丼部は丸く、天丼部と口縁部の境の稜はやや突出しており口縁端部はわずかに面を持つ。 2は

口径 12.8cm、 器高4.2cmで、稜は鈍く殆ど認められず、口縁端部の面もはっきりしない。 3は口径

13.lcm、 器高4.5cmで 、口縁端部にははっきりとした面を持つ。 4は破片であり口径はやや不安もあるが

他の物よりは明らかに大きい個体で、国径は15.Ocm、 器高約4.7cmを 測る。稜は短く低く、国縁端部内

面には浅い沈線が巡る。 5は杯身である。口径は11.Ocm、 破片のため器高は明らかではないが、口径に

比して器高がやや高いようである。国縁は垂直に近く立ち上がり、端部には面を持つ。 6は口径 11.2cm、

器高4.7cmで 、口縁は長く垂直に立ち上がり、端部に面を持つ。 7は口径 10.8cm、 器高5.Ocmで 口縁はほ

ぼ垂直に立ち上がり、端部は丸く収める。 8は口径 10.8cm、 器高4,7cmで口縁は斜めに立ち上がり端部

は丸く収める。 9は破片であるが、他の物よりも明らかに大きい個体で、口径 13.2cm、 器高は約4.Ocm

である。口縁はほぼ垂直に立ち上がり端部内面に細い沈線が巡る。

これらの遺物の特徴としては、①口径のやや大きいものを含む②口縁端部に明瞭な面を持たないか丸

く仕上げる個体があること、があげられる。これは 3・ 6。 7号墳出土須恵器と比較してやや新相を示

している。陶邑編年のM T 15型式に相当し、 6世紀前半の年代が与えられる (註 9)。

第 16図  河辺小学校建設時出土遺物 (S=1:3)
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4.まとめ

以上、河辺小学校裏古墳群の調査及び採集品について報告を行った。現状での事実の確認、また若干

の問題点の提起を行ってまとめとする。

a.古墳群について

6号墳は径 10m程度の造り出し付きの円墳であった。埋葬主体は遺存していなかったが、周溝からT

K208及びT K23～ 47段階の須恵器大甕が 1個ずつ出土している。これらの甕は意図的に破砕された状

態で出土した。同様の例に長畝山北 2号墳があり (註 10)、 共通の祭祀行為を行っていたことが理解され

る。T K 208段階すなわち6世紀後半の時期の須恵器を持つものの、 6号墳が築造されたのは 5世紀末な

いし6世紀初頭と考えられる。

7号墳は径 8m程度の円墳であった。墳頂部から須恵器がまとまって出土したものの、主体部の規模

等を明らかとすることはできなかった。遺物の出土状況から木棺直葬と考えられる。出土須恵器から7

号墳の築造時期もT K23～ 47段階、すなわち 5世紀末ないし6世紀初頭と考えられる。 6号墳と7号墳

の先後関係は明らかではない。

また、 1～ 5号墳については未発掘であるが、 3号墳から採集された土器類についても6・ 7号墳と

ほぼ同時期のものであることが明らかとなった。恐らくはこの河辺小学校裏古墳群も、同じく観音山か

ら南へ派生する尾根上に位置する長畝山北古墳群、あるいは約 l km西方に所在する日上畝山古墳群等と

時期を同じくするものであるう。また、学校造成などで消滅したと思われる古墳の遺物に 6世紀前半段

階まで降る遺物が含まれる点についても、長畝山北古墳群での追葬の最終時期と一致するものである。

b.吉代以降に属する遺構・遺物について

古代以降の遺物については 6号墳周溝内及びSDlか ら集中的に出土した。美作国分寺の創建軒丸・

軒平瓦を含む瓦類が大半を占め、それらに混じるように古代末から中世の土器等が出土している。さら

に瓦類はそのいずれもが 2次的に火を受けていることが注意される。ちなみに美作国分寺寺域東限は 6

号墳の西10m程度の場所であることがこれまでの調査によって確認されている (註 11)。 またSDlは寺

域の東限から東へ約30mの地点に位置している。

これらの出土遺物の示すところは①この場所に国分寺関連の施設が存在しており、それが火災に遭っ

た②国分寺が火災に遭い、その後始末の折りに瓦類を寺域外のこの地点に捨てた、のいずれかと推定さ

れる。この場所が寺域外であることから、恐らくは後者であるうと思われる。 (平岡正宏 )

(註 1) 田辺昭三『陶邑古窯址群 I』 平安学園考古クラブ1966年
田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981年

(註 2) 行田裕美・小郷利幸・木村格子「小原遺跡」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告書第38集』 津山市教育委員会
1991年

(註 3)  (註 1)

(註 4) 問壁忠彦『備前焼』考古学ライブラリー60 ニューサイエンス社 1991年
(註 5)湊 哲夫・行田裕美・安川豊史「美作国分寺跡発掘調査報告」F津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 5集』津山市教育委

員会 1980年

(註 6) (註 5)
(註 7) 平岡正宏「美作の古代末から中世の上器」F中近世土器の基礎研究Ⅸ』日本中世土器研究会 1993年
(註 8) (註 1)
(註 9) (註 1)
(註 10) 行田裕美・保田義治・木村格子「長畝山北古墳群」F津山市埋蔵文化財発掘調査報告第45集』 津山市教育委員会

1992年

(註 11)  (註 5)
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1.表土除去後全景
5,7号 墳表土除去後

2.調査後全景
6.7号 墳調査後

3.6号 墳表土除去後
7.6号 墳墳丘断面
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図版 1

4.6号 墳調査後
8,7号 墳墳丘断面
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図版 2

1.6号 墳周溝須恵器出土状況  2.同 左   3.7号 墳墳頂須恵器出土状況   4.同 左
5.SDl全 景    6.6号 墳周溝出土須恵器(1)      7.6号 墳周溝出土須恵器(2)
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図版 3

7号墳出土遺物
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個人住宅建設に伴う美作国分寺跡確認調査

1.調査にいたる経過

美作国分寺跡の想定寺域西端

部において、個人住宅建設が計

画された。この工事は現水田面

に盛土をし住宅建設をするもの

で、地下の遺構に影響を及ぼす

ものではなかった。しかし、西

端については従来の調査では把

握できておらず、東端を伽藍中

軸線で折り返しての想定に過ぎ

なかった。このことから、今回

の工事にあたり西端を確認する

ための調査を実施したい意向を原因者に伝えた結果、協力が得られ確認調査を実施する運びとなった。

2.調査の経過

確認調査は予定地に幅 2m、 長さ25mの トレンチを設定し、10月 23日 から30日 まで実施 した。

10月 23～ 25日  トレンチ設定、掘り下げ

第 2図 美作国分寺伽藍配置とトレンチ位置図 (S=1:2,000)

第 1図 位置図 (S=1:25,000)
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10月 28日  写真撮影

10月 29日   平面・断面実測

10月 30日   レベル移動、国土座標接続測量

発掘調査担当及び作業員は次のとおりである。

【調査担当】中山俊紀、行田裕美

【発掘作業】津山市シルバー人材センター

森二三男、末沢敏男、山下加海、稲垣光男

稲垣裕史、梶尾嘉明

3.調査概要

住宅建設予定地の水田に寺域西端の南北溝を把握するため、幅

2m、 長 さ25mの 東西方向の トレンチを設定した。層序は20cm

足らずの耕土及び床土の下は基本的には整地層である。整地層は

黄褐色の地山層と黒褐色の表土層の互層で形成 されている。 トレ

ンチの中央部付近でこの整地層を掘り下げた結果、傾斜 した自然

層があらわれた。この場所は伽藍中軸線での現水田面レベルと比

較 しても 2m程低い位置に相当する。従って、国分寺建立以前の

地形は東から西にかけてかなり傾斜していたことが伺える。

遺構としては溝 (SDl、 SD2)と 不明遺構 (SXl)を 検

出した。いずれも整地層内に形成されている。 SDlは 底面幅 3.5

mの南北溝である。底面のレベル付近までSXlに 切られており、

立ち上がり部が明確ではないが、残存部での深さは15cmを測る。

SDl、 SXlと もに下層を中心に多量の瓦を包含していた。 S

Xlは性格不明の遺構である。しかし、国分寺期の遺物 しか包含

しないことから、国分寺関連の遺構でSDlよ り新しい時期のも

のであるということはできよう。

SD2は 底面幅 1.5m、 深さ10cmの溝である。 SDl、 SXl

同様下層を中心に多量の瓦を包含していた。やはり、国分寺期以

外の遺物は包合されていない。 SDl、 SD2の 距離は残存上端

間で 5m、 削平を考慮すれば 4mぐ らいになろうか。

さて、これら遺構の評価であるが、SDlは 伽藍中軸線で寺域

の東を画す溝を折 り返した位置に相当することから、寺域の西を

画す溝とすることができよう。 SDlと SD2の 間の推定距離は

約 4mで幅がやや広いが、この間に築地状のものを想定すれば、

SD2を 雨落ち清とすることもできなくもない。

4.出土遺物

遺物は遺物収納用コンテナにして 15箱分出土した。ほとんどが
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第 4図  出土遺物(1)(1～ 9… S-1:3 10～ 12・―S=1:4)

瓦で、土器類は若干量であった。土器類には弥生土器、須恵器、勝間田焼等がある。瓦は平瓦、丸瓦が

主で、軒瓦、坤は図示したものがすべてである。

第 4図 1～ 4は須恵器である。 1・ 2はつまみの付く杯蓋である。 3・ 4は高台付き杯身である。こ

れらはいずれも8世紀代の範疇でとらえられるものである。 5は高台付き青磁椀である。 6～ 9は勝間

田焼である。 6,7は 椀、 8。 9は捏ね鉢である。13世紀の中でも後出のものであるうか。10～ 12は 埠

である。10・ 12は通常の方形のものであるが、11は断面図が示すように釣形になっており、全形は定か

ではない。

第 5図には軒瓦を掲載 した。美作国分寺の型式分類 (註 1)に従 うと、 1は軒丸 I― b、 2は軒丸

Ⅱ― b、 3は軒丸 Ⅱ― a、 4は軒平 I― bに対応する。 5は調査中、水田より採集 したものである。軒

丸 I― a型式のものである。

防
ム

斡
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第 5図 出土遺物(2)(S=1:3)
5.まとめ

これまで美作国分寺の寺域東西幅は唯一、T-31で 検出された南北溝を東を画する溝と想定し、伽

藍中軸線で折り返 した値の 700尺 と考えてきた。しかし、これはあくまで想定で確たる証拠はなかった。

今回の調査で、従来の想定が正しかったことが証明された。

次に、築地の問題であ拓が、T-31の 調査段階では南北溝の西側に柱穴が検出されたことから、東

面築地の存在は否定的に考えられていた。しかし、今回の調査をみる限り、西面築地は想定 してもよさ

そうである。

(行田裕美 )

(註 1)湊 哲夫 安川豊史 行田裕美『美作国分寺跡発掘調査報告』 津山市教育委員会 1980年
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(西から)

(南西から)

(東から)
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市道 Tl10・ Tl

美 作 国 分

12号線道路改良工事に伴う

尼 寺 跡 確 認 調 査

1.調査にいたる経過

平成 8年 4月 19日 、津山市建

設部から市内国分寺の市道 T

l10,T l12号線の改良工事に

伴う埋蔵文化財の取り扱いに関

する協議がなされた。津山市教

育委員会としては現状では周知

の遺跡の対象範囲には含まれて

いないが、美作国分尼寺跡推定

地に隣接することから、文化財

保護法第57条の 3に基づく発掘

通知の提出を求めるとともに、

工事着手前に埋蔵文化財の確認調査を実施することで合意した。

2.調査の経過

確認調査はルー ト上に 2ヶ 所の トレンチを設定し、 5月 21日 から23日 までの 3日 間実施した。

5月 21日  T-1(南 トレンチ)掘 り下げ

22日   T二 1掘 り上がり、写真撮影、実測、埋め戻し

T-2(北 トレンチ)掘 り下げ

23日   T-1埋 め戻し完了

T-2掘 り上がり、写真撮影、埋め戻 し完了

発掘調査担当及び作業員は次のとおりである。

〔調査担当】行田裕美、坂本心平

第 2図  トレンチ位置図 (S=1:1.Ooo)

1
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〔発掘作業】津山市シルバー人材センター

森二三男 、稲垣裕史、藤沢淳一郎、梶尾嘉明、谷口末男 、稲垣光男

3.調査概要

T-1

調査区の現況は畑地である。現地表面から地山面ま

での深さは20～ 40cmを測る。地山面は西から東にか

けてやや傾斜 している。遺構としては径 25cm、 深さ

26cmの ピットが 1ケ検出されただけである。埋土中

から土器片 1点が出土した。

他に表土中から瓦片・土器片等が若干量出上してい

る。

調査面積は15∬である。

T-2 第 3図  T-1平 面図 (S=1:80)

調査区の現況は宅地内の花壇部に相当する。現地表面から地山面までの深さは約40cmである。地山面

は礫まじり層であることから、かなり削平されているものと考えられる。遺構は検出されなかった。 遺

物としては土器片数点が出土している。調査面積は7.3ド である。

4.出土遺物

出土遺物の大半は瓦片である。他に、須恵器杯・甕片、勝間田焼椀・甕片、土師質土器杯・小皿片、

土鍋片等がある。瓦には丸瓦が若千合まれるが、ほとんどが平瓦である。いずれも遺存状態が悪く、製

作手法等不明な点が多いが、観察可能な限りでは平瓦の凸面は平行叩きのものがすべてである。土器は

小片ばかりであり、多くを語ることはできない。

5,まとめ

今回の調査区のT-1は 美作国分尼寺跡を推定している西側の平地に比べるとレベル的に約 2m程下

がった位置に相当する。また、T-2は 遺物の出土量が少ないことがあげられる。これらのことから、

今回の調査区は寺域には直接該当しないものと考えられる。しかし、当概期の遺物が出土していること

から、隣接する地域であることには間違いない。

(行田裕美 )
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図版 ]

T一い1 (南 から)

T-2 (北 から)



図版 2

韓 幹 鵡 酔 ¢
T-1 出土土器

T-1 出土瓦
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2.資料紹介・研究ノート

-55-



津 山 城 今 昔 ～大手F日の面影～

平 岡 正 宏

ここに一枚の写真がある。1975年 5月 に津山市教育委員会社会教育課の春名啓介氏 (当時)が撮影し

たものである。ここは津山城大手門 (京橋門)跡である。石垣の上にわずかに見える建物は旧津山高校

同窓会館である。春名氏によると、当時この石垣の前すなわち東側に何らかの建物があり、それを撤去

した際に裏に隠れていた石垣が道から見えるようになったので、撮影したものであるという。22年前の

話である。現在は再び車庫が建設され、この石垣を直接見ることはできない。往時の大手門の名残を示

す数少ない写真なので、ここに掲載する。

この石垣についてはその状況が既に考察されており (註 )、 津山城の外郭の 7つの門跡のうち、その遺

構がかるうじて現認できる唯―の門であることが確認されている。そこで、今一度写真から読み取れる

ことを整理しておきたい。

写真に写っている石垣は現在南北約 15m程度、高さ2m強確認できる。この石垣を観察すると、南側

2/3と 北側 1/3で は石の積み方が大きく異なっていることがわかる。すなわち南は比較的大きな石

を使用して整然と積まれているのに対し、北は小ぶりの石を使い雑然と積まれているのである。これは

南側が本来の津山城に伴う石垣で、北側は後に継ぎ足されたものであるためだろう。さらに新たに積ま

れた部分については、石垣上端部の当初の石垣と接している点から45度下方に石垣の目地が通っている

ことが観察される。恐らくは 2度にわたって北側に石垣が継ぎ足されたものと考えられる。

一枚の写真の中に残された、現在では見る機会の少ない大手門石垣。日頃目に付かない故に忘れ去ら

れがちな津山城の歴史の証人に、津山城が歩んできた歴史を語ってもらえるよう整備するのが我々の努

めであるう。

(註 )中 山俊紀「津山城今音J『年報津山弥生の里第3号』1996年
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津山城大手門西辺石垣東面 (北東から。春名啓介撮影 )
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